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研 究 の 要 約
前学習指導要領(1998)において,削除されていた図形領域の｢合同｣｢対称凶
形｣｢拡大図･縮図｣が,現学習指導要領(2008)では中学校から移行されてきた.
これらの単元は,｢動的な見方｣を生かして概念形成を図っていける最適な単元
であり,現代化の時代を中心に.実践研究が進められていったが,黒崎(2012)が.
｢中学校教学に10年間移行し,その間,績み重ねてきた実践研究が洗い流された
感は否めない｣と述べているように.｢動的な見方｣の育成や｢動的な見方｣を生かし
た図形指導についての昔職は非常に希薄になっている｡
｢助的な見方｣は,｢図形を連続的に変化させていく見方｣であり,r本来動かない
図形を意図的に動かして見る見方｣とも言える｡変化の激しい21世紀において,臥
かないものを意図的に動かす中で.変わること･変わらないことを見出す力は,｢動
的な見方｣を生かすことで見出せる力であり,r軌的な見方｣の育成とその生かし方
の指導は喫緊を要する｡平成23年度に,｢動的な見方｣を生かせる最適な単元で
ある｢拡大図･縮図｣においての精華の在り方について提案をおこなった｡今回の研
究では,｢対称図形｣における｢動的な見方Jを生かした図形の概念形成を図る指導
について提案していく｡
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1 はじめに
日本の挺】形指導は,辺や角を測ったり,辺･原
点.面の数を数えたり,図形と図形の間にある平
行や垂直といった関係を調べたりするといった
r静的｣r要素的｣な図形観での指導である｡｢牌
的｣｢要素的｣な指導に終始していたのでは.図
形に対しての見方が豊かにならないだけでなく,
概念も確かに形成されたとはいいがたいQ塩野
(1961)は,算数科の図形指導の近代化のための
一つが｢動的な見方･考え方｣の取り扱いである
と述べている｡同様に,前田(1979)ち,従来の
｢静的な図形観｣から転換し,新たにr動的な図
形観｣を導き入れていく必要性を示唆しているD
* 岡山市立津島小学校
この動的な図形観を取り入れ,｢動的な見方｣
を育成していくことは現代化の時代に多く研究さ
れてきていた｡しかし,前学習指導要領(】998)
で,｢軌的な見方｣の育成に重要な単元である
r合同｣｢対称固形J｢拡大図･縮図｣が削除され
たJ黒崎(2012)が,｢合同｣｢対称図形｣｢拡大図
･縮図｣が小学校の内容から削除され,再び許
教科に取り入れられるまでの10年間o)間で,摘
み重ねてきた実践研究が洗い流された感は否
めないと述べているように,｢動的な見方｣の育
成については,非常に希席になっているといえ
ようO近年,El本数学教育学会o)全国大会等で
｢動的な見方｣についての研究発表が少しずつ
見られるようになってきたが,ここ10年前後で採
用された教師は,算数を噂門として研究してい
ても,｢動的な見方｣について知らない者も多く,
｢動的な見方｣を生かして概念形成を図っていく
ために,どのような指導が必要であるかについて
研究していく価値は,十分あると考えている｡
2 ｢動的な見方｣の先行研究
阿部･中島(1973)は,｢動的な見方｣は数学的
に｢合同変換｣｢相似変換｣であり一第教科では,
｢変換｣の考えより,｢移勅｣の考えであると述べて
いる｡つまり,｢ずらす(平行移動)J｢回す(回転
移動)｣｢礎返す(対称移動)｣r伸ばす･縮める
(相似変換)｣である｡黒崎(2012)は,目的意識を
もって,｢軌的な操作｣をおこない,牡かなr動的
な操作｣の経験が｢動的な見方｣を育成すると述
べ,｢軌的な見方｣につながるr動的な操作lの重
要他を示唆しているリまた,園井(2011)は,｢軌
的な見方｣を｢図形を連続的に変化させていく見
方｣と述べている∩これらから,｢動的な見方｣と
は,図形のr移動｣により念頭やイメー ジによっ
て.｢本束動かない図形を意図的に動かして見
る見方｣とも言える｡しかし,｢動的な見方｣につ
ながる｢勅的な操作｣とつながらない｢掛的な操
作Jをはっきりと区別した｢動的な見方｣に関する
研究は著者の調べた限りでは,見あたらない｡
3 ｢静的な操作｣と ｢動的な操作｣の区別
従来からの図形の指導で見られるr紙で折っ
て鼠形を作るj｢紙に図形をかく｣｢図形の辺の長
さや角の大きさを測る｣｢原点･辺･両の数を数え
る｣などといった操作は,図形を紳的に見た上で
操作しながら,図形を考察していく｡このような操
作は｢静的な操作｣であり,この｢静的な操作｣か
らは,｢動的な見方｣には繋がっていかない｡
一九 図形を｢ずらすj｢回すJr衣返す｣r伸ば
す｣といった操作は,動かない図形を動的なもの
としてとらえた操作である｡このような操作を｢動
的な操作｣とし.r静的な操作｣と区別している｡こ
の｢劫的な操作｣をきっかけとして,動かないは
ずの凶形をr動いているもの･gihくらの｣と綜識
し,｢軌的な見方｣に繋がっていく｡
静的･分析的に図形をとらえることだけでなく,
｢ずらす｣｢回すIr袈返す｣｢伸ばす.縮めるlと
いった｢動的な操作Jを通して.五感に訴え,｢動
的な見方｣を強く意識させていくことがこれからの
図形指串に必要であると考える｡
4 研究の目的と方法
｢勤的な見方｣を重視しながら図形の概念形
成を図っていくのに最適な単元として,｢合同J
｢対称図形｣｢拡大図･縮図Jがある｡ここでは,罪
6学年の｢対称図形｣を取り上げ,どのような指導
が概念形成に有効であるのかについて,｢動的
な見方｣を番視しながら,実際の授業における児
髄の発言や記述したノー ト等を分析することで検
証していく｡
5 ｢対称図形｣が中学校から移行されてき
た意図
｢対称図形｣は前学習指導要領(1998)では,
小学校の内容から削除されていたが,新学習指
尊要領(2008)では,中学校から移行という形で
再び小学校の内容となった単元である｡その埋
由として,次の3点があると考えている｡
1つ目として,対称な図形は,敷き詰められた
横様や図形として,El常生活において整った形
や美しさとして見つけられるCまた.自然物や記
号,マーク,装飾品といった人工物など身の回り
のいたるところに見つけることができる｡このよう
に,生活と深い関わりがあるため,自分の年活と
関連づけていくことができるということである｡
2つ日は,今まで学習してきた凶形を｢対称
性｣といった新しい観点から考察していくことで,
小学校における図形についての理解を深めて
いくことができるといった利点があることである0
3つ目は.児竜の空間隠識力を高めていくた
めの大変有効な教材であるということである｡
折ったり(範返したり),回したりといった図形の
｢対称移動｣やr回転移動Jによる図形の連続的
な変化であるr動的な見方｣を行うことにより,1._U
問を邑孤を育て,図形の見方を広げていくことが
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できる｡空間認識を高め,図形の見方を広げて
いくことは,小学校から中学校-の接続をスムー
ズにつなげるためにも大変塵要なことである｡
このように小学校で学習するにあたって非常
に意義のある｢対称図形｣の概念を確かなものに
していくためには,どのようにすればよいのかを
｢勤的な見方｣を重視した算数的活動を通して,
探っていく｡
6 一般的な対称図形の指導の間噂点
教師が.｢半分に折ったり,回してみましょう｣と
問いかけ,気づいたことを発言させる授業が多
い.しかし,これでは,固形の見方は育たない｡
ここに一つ大きな問趣があるOその後も,辺や角
の大きさを測ったり,辺と辺との関係を調べたりと
いった｢静的な操作Jを中心とし,そして.作図す
TJことに重きを置き,既存の知疎体系の習得だ
けに目が向き,発見的･創造的な学習になって
いないことにも問題があると考えている｡
また,｢軌的な見方｣は,勤的な操作をきっか
けに,強く意識され,次第に,操作を行わなくて
も,図形が動いているものと見る｢動的な見方｣
が育成されるが,｢静的な操作｣と｢動的な操作｣
を混同し,操作を行えば動的であると勘違いして
いる教員が多く,これではいつまでたっても｢動
的な見方｣は育成されていかない｡
7 対称図形の概念形成を確かなものにする
ための指導方法の提案
｢線対称｣と｢点対称｣を別々のものと捉えてい
くのではなく,図形の｢対称性｣と言う観点で捉
えていけるようにする｡ (第1次第1時)
第1次では,｢線対称｣な図形と｢点対称Jな図
形を同時に扱い,｢軌的な操作｣を伴いながら,
｢半分に折る(弟返す)とひったり重なる形｣r回
すとぴったり重なる形｣であることに気づき,｢動
的な見方｣を意識して図形をとらえていくことで,
線対称と点対称を同じ｢対称図形｣としてLLてい
くことができるからである｡このようなカリキュラム
ではなく,第1次｢線対称｣,第2次｢点対称｣とい
うカリキュラムも考えられるが,これでは,線対称
と点対称を別々のものとして捉えてしまい,線対
称と点対称を同じ｢対称性｣という観点で捉えて
いくことができにくいと考えている｡
発見的.創造的に図形の概念を形成していけ
前田(1979)は,｢知識は,その知識が形成さ
れ,発見されてきた思考過程についての理解が
伴わないと,その本質的な意義がつかめず,十
分にその知取を活用することができないものであ
るJと述べている｡しかし,対称図形の指埠で,よ
く見られる指導として,｢図形を半分に折るとどう
なりますか｣｢図形を1800回すとどうなりますか｣
と問いかけ,｢このような形を線対称と言います｣
｢このような形を点対称と言います｣と進めていく
授業がよく見られる｡これでは,知識を教え込む
授業であり,知抜が形成されてきた過程の理解
が伴っていないO
そこで.身の回りにある,形からr整った形｣の
意味を兄いだす算数的活動を取り入れる-それ
は,｢非対称｣の図形と｢線対称｣や｢点対称｣の
図形を見比べ,｢なぜ,線対称や点対称の図形
が｢整った形｣に見えるのか｣といった理由を考え
ていくことで,｢整った形｣は,｢半分に折る(項返
す)とぴったり重なる形｣｢回すとぴったり重なる
形Jといった対称図形の本質を発見的･創造的
に見出すことができ,概念形成の確かな理解に
つなが･)ていく｡
図形の｢動的な操作｣により,｢動的な見方｣を
意放させていくO (第1次第1時)
｢動的な見方｣ができるようにするために,ま
ず,｢動的な操作｣により｢整った形｣の意味を見
出していくようにする｡｢勤的な操作｣をどの児竜
も行いながら図形を考察できるようにするため.
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･考察する図形そのものを全員に与えろ.それに
加えて,考察する凶形と同じ大きさが描かれた
ワークシートを配布し,そ0)ワークソートの上で,
回したり,折ったり,車返したりといったr軌的な
操作｣を行うようにさせる(それは,図形の r対称｣
といった概念は,関係概念であり,Lil形と図形の
間にある関係であるからで,対称性に気づきや
すくtj.hるだけでなく,勅的な操作｣により,確か
に l'-･分に折る(喪返す)とひったり現なるなIr回
すi･ひったり重なるな｣ということが,視常的阜)確
解でき,念頭で動かないはずの同形を弛かすと
いった咽柏勺な見方｣が強く普識し始める.
図形の｢動的な見方｣を使って,対応する点や
対応する辺,そして,作図における重なる点
や辺をイメー ジするo (第2次および第3次)
第1次第1時において,同形を'IE7｣-T｣｢折る
(環返す)｣といった｢勤的な操作｣.'よって吉諭
し始めたf勅的な見方｣を生かしながら,念頭で,
｢折るlとぴったり重なる,I.71や辺(線)をイメ-}し
ながら見つけたり(第2次),｢回すJとひったり亜
なる点や辺(級)をイメー ジしなが.:)比つけたり
(第3次)して.そのイメー ジを.再び｢軌的な操
作｣を行うことで確かめることで,｢劫的な見方｣の
蛸度を高める､
また,線対称の作l窒l(第2次第3時)や点対称
の作はl(第3次第3時)の際に,｢折ると,この点と
ぴったり転なるのは,この点にくるから-･J｢匝け
と,この点とぴったり重なるのはこの点になる(移
刺すろ)から-･｣と｢劫的な見方｣を生かしなが
ら,作図する関形の点や辺の移動をイメー ジして
いくことで,対称図形の概念を疾めていく｡
8 指導の美辞
① 単元名 ｢対称図形｣(第6学年)
② 目 棟
○身の回りに整った形があることに関心をも
ち,図形の対称性に肴目して図形を調べよ
うとすることができる｡
○対称性に着目して.盛本図形や正多角形
を考察し,対称の軸の数や対称の中心を明
らかにするととjoに,その規則性を見出すこ
とができる.
0線対称やノ.1ェ対称な形を理解し,作図するこ
とができる
02つに折って重ねたり,回して屯ねたりする
ことを通して,線対称や′･.t対称の意味や性
質を理解うることができる｡
③ 単元計画 (全 11時間)
第1次 中元を,Flくめあてをつかむ｡(1時間)
第1時 ｢盤った形｣の特徴をとらえ,単元
をi'1'く大きなめあてをつかむ_
第2次 線対称(3時間)
第1時 線対称の意味を理解するl
第2時 線対称の性質を理解する｡
第3時 線対称のかき方を考える.
第3次 点対称(3時間)
第1時 点対称の意味を理解ナ7),､
第2時 点対称の性質を理解するし
第3時 点対称のかき方を考える
笥4次 正多角形と対称/亡国形(2時間)
第1時 iE･本国形や正多角形を対称性の
観点から考察する｡
第2時 身近な模様などを対称性の観点
から考察十るO
第5次 習熟と評価(2時間)
④単元について
ここまで学習してきた,基本的な平山図形に
ついて考蕪し理解を深めていくための新しい観
点として｢対称性｣に首目し.｢対称性｣といった
観点でIXけ形を見直すことで.図形に対する見方
や考え方を一層深めていく｡
対称は整った形や美しい形として,日常の生
活でも数多く見つけられ,岡画 1作の中でも直
観的に用いられている｡また,低学年で図形を
扱う際にも色板並べなどで｢ずらす(平行移動)｣
｢回す(回転移gilh)｣｢重ねる(合同変換)｣などに
関連する操作を行い,この単元における素地を
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凝っている｡ここでは,｢対称性｣について,数学
的に正しい意味を与えるとともに,｢折る(袈返
す)｣といった｢対称移動｣や｢回す｣といった｢回
転移軌｣という｢動的な見方｣を取り入れて図形を
考察する見方を育てることが亜要なねらいであ
るっ
9 授業の実際
① 第 1次第1時
｢MJ｢星｣トト字の形｣｢魚JrN｣の形を提示す
る｡
T この5つの図形の中で,｢この形,整っている
な｣と思うのはどれ?
｢M｣｢星｣十字の形｣-･ほぼ全員
｢魚｣-･なし
rN｣･-約半数
T 魚以外は,整っているように思うんだれ な
ぜ,魚以外の形は整JT)ているように思うのか
なり
C -･
T 分かるよっていう人?･-(少数)
T 難しいなっていう人･?･･･(多数)
T 多くの人が難しいなって思ってるんだねO
じゃあ,今日のめあてはどうなるかな?
C 苦った形に見える理由を考え,説明しようで
す｡
C 同じで,魚以外はなぜ,盛った形に見える
のか説明しようです｡
T みんなの手元に,同じ5つの形と,この5つ
の形が載っているワー クシートを配ります｡こ
のワークシートと比べて.もとの形とどんなふう
になっているのか考えてみましょう｡
r軌的な操作Iを行い,整った形に見える理由を考えー
5つの図形カードを同じ5つの形の描かれた
ワー クシートの上で,半分に折ったり,回したり,
衣返したV)といったr動的な操作｣を行いながら
塵ねて考えていくことで,｢対称性｣に気付かせ
るとともに,動かないLl形を動いていると見る見
方である｢軌的な見方｣を意識させるようにした,
｢軌的な見方｣を生かして,整った形に見える理由
r動的な操作｣により唐織づけられたT釦的な
見方Jを生かして,他者に説明し合いながら,
｢動的な操作｣にももどっていくようにした｡r動的
‥ 日工 -
な見方｣と｢動的な操作｣を双方向に行き火させ
ることで,｢肋的な見方｣を強化する｡
T 自分の考えを隣の人と,ワー クシートの上で
図形カードを操作しながら説明しあいましょう｡
(隣の人とrgI形カードを操作しながら説明し合
う｡)
T 整った形に見える理由を,前にきて説明して
ください｡
C 魚の形は,
菓ん中で.縦
に折ると合同
にならないか
らです‥ 塵
の形は,縦半
分に折ると同
じ形になり,重なります｡
T 同じ形になるってなんで分かるの?
C だって,塵なります｡
T 魚も塵なるよ｡(非対称の魚を折って.屯なら
せるL,)
C 星の形は,縦に半分に折ると,ぴったり重な
ります｡
C 塵なるではなく,｢ぴったり重なる｣といえば
いいです.
C 魚は,重なるけどぴったりとは重なりません｡
T 魚は,折ってもぴったり重ならない形なんだ
ね,他にありますか｡
C 星は半分に折るとぴったり重なります｡
C 十字の形も,こう折るとぴったり重なり,合同
な形になります｡
T 本､一盲にぴったり重なるか,みんなも自分の
カードでやってみて｡
C ぴったり重なるよ｡
C 十字の形は,縦だけでなく,横に半分に
折ってもぴったり重なります｡
T みんなの考えは,半分に折るとぴったり重な
るから,整っているということみたいだねOで
も,Nは半分に折ってもぴったり重ならない
よ(,
C Nは,折ってもぴったり重ならないけど,回
すとぴったり重なりますO
C 似ていて,1800回すとぴったり重なりま
す｡
C ぼくも同じで,Nは1800回すと,始めと
ぴったり電なるので整った形といっていいと思
います｡
T 本当に,回すとぴったり重なるの?前にきて
やってみせてo
C 1800回すともと
o)形にひったり重
なります.
T みんなも同じよう
に岨してみて.本
当にぴったり盛な
るか確かめてみて｡
(各IナI,Nを出してひったり重なるか確かめる｡)
T 他の図形はどうですか?
C さっきの星は,辛
分に折るとぴったり
重なるといったのに
つけたして,確かに
半分におってもぴっ
たり盛なるんだけど,
広げて,何l乱 回し
でみても同じ形になります｡
T 他の形はどうですかつ
C Mは2つに折るとぴったり重なる形です｡
C わたしも同じでMは,半分に折るとぴったり
重なったので範った形です｡
T 半分に折ってもぴったり盟ならない上｡(対
称の紬ではなく,横に半分に折る｡)
C そうじゃなく,このように縦に半分に折りま
す.
T どこで折ってもいいんじゃないの?
C 折る場所が決まっています｡
T 残った十字の形は?
C 十字の形も.Mのように半分に折るとぴった
り屯なる形だけど,Nとか星のようにLujしても,
ぴったり重なります,
T 十字の形は,さっき確かに2つに折るとぴっ
たり韮なったけど,本当に回してもぴったり重
なるの?
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C 十字の形も回してもぴったり菰なる｡
T 回してもぴったり重ならないよ｡
(対称の中心をずらして,回してみる)
C そこで,回してもぴったり重ならない｡
(前に出てきて,示し始める)
縦と横の交わるこの部分を押さえて回さないと
ぴったりと重ならない｡
T どこで国すか決まっているんだね｡Nt)回す
場所は決まっているの?
C 決まっているo
C 中心で回さないといけない｡
T 魚は?
C 回してもぴったりは重ならない｡
C 折ってもぴったりとは重なりません｡
C 魚は2つに折っても,flJしてもぴったり虚なら
ない形です｡
T だから,みんなは始めに魚は迫った形だと
感じなかったんだね｡
T じゃあ,整った形ってどのような形って言え
ばいいのかな?
C 2つに折ったり回したりするとぴったり重なる
形
C 同じで,回したり,半分に折ったりするとぴっ
たり電なる形です｡
C いいです｡
T 坐った形とは,回したり,半分に折ったりする
とぴったり塵なる形なんだね
｢整った形｣が,回したり,半分に折ったりする
とひったり重なる形であることを見出したところ
で,これらの5つの図形の中で,一･番盤った形を
筋道立てて説明させることで,理解の深化を
図った｡
T 魚以外は整っているんだよね｡じゃあ,魚以
外の4つの形の中で,一番整った形ってどれ
だと思うウ
C 十字の形だと思う｡
T なんで?
C 2つに折っても,回してもぴったり塵なるから
です｡
C 十字の形と星だと思うc
c わたしも,十字の形と星だと思います｡だっ
て,2つとも2つに折ってもぴったりだし,回し
てもぴったりだからです｡
C ｢星｣だと思います｡｢星Jは,回してもぴった
り重なるし.半分に折ってもぴったり重なるか
らですn｢星｣はl'十字の形｣より,回すとひった
り蒐なる回数が多いし,半分に折ってもぴった
り電なる敬が多いからです｡
C ああ,ほんとだ｡
C ｢星｣の方が,確かに回しても,半分に折っ
てもぴったり重なる数が多い｡
T この5つの中では｢星Jが一番整った形だと
思うんだね｡今日,みんなは,盛った形の｢2
つに折るとぴったり重なる形｣と｢回すとぴった
り重なる形｣について学習したけど,どっちが
みんなは分かりやすかった?
T 2つに折るとぴったり重なる形だった人?
(ほとんどの児童が挙手)
T 回すとぴったり重なる形だった入り(1名)
T 2つに折るとぴったり重なる形の方が考えや
すかったんだね｡みんなは,考えやすかった
方と,そうでない方のどちらから勉強していき
たいですか?
C 考えやすかった,2つに折るとぴったり蒐な
る形からがいいです｡
C 考えやすい方からがいい｡
C 同じです(全員賛成)
T じゃあ,次の時間は2つに折るとぴったり塵
なる形について勉強していきましょう｡
② 第2次第1時
｢動的な見方｣を 生かして考えたこ とを｢勅的な
操作｣で確認し , ｢動的な見方｣の 約 度を高め
る.
第1次で,｢動的な操作｣から｢動的な見方｣を
意許し始めた｡第2次や第3次では.第1次とは
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過粒を逆にし,｢動的な見方｣から｢動的な操作｣
と逆の過程を取り入れる,
意隷する
動的な操作 - _ _レ 動的な見方
第1次第1時
J<
動的な操作 ｢ . 動的な見方
精度を高める
第2次第1時(第2次以降)
2次からは了動的な操作｣と｢動的な見方｣を
双方向に行き来することで,｢勅的な見方｣を第1
次よりも,もっと強く意識させ,また.自分の行っ
た｢勅的な見方｣の精度を痛め,｢勤的な見方｣を
1(うことに自信をもたせるようにしていった.,
_lS =_-き き
)垂 ると思
｢肋的な見方｣を生かして,
ぴったり電なる点をイメー ジする.Lj
三 ':空 音
｢軌的な操作｣により,
おこなった｢勅的な見方｣を確かめる｡
10 省察
① 成果
図形そのもののカードともとの形が描かれた
ワー クシートを配付することで,動くイメー ジが強
く残ることから,軸的な比方を音識しやすくなると
いう実感を強く持った.
また第2次以降において線対称･点対称の対
応する点や辺を見つける場面や対称図形の性
質を兄いだす場面,そして作図の場面と.｢動的
な見方｣を生かして,活動に入っていったことに
より,繰り返し,｢動的な見方｣を使っていったの
で,授業を重ねるごとに,｢ここで折ると‥蕉Jと
ぴったり重なるのは,点 Jがここに来るから‥点
Bとぴったり重なると思う｣という雅言や,作凶の
際にr対称の軸をここにするとこの点はこの勘所
に移動するから,-･｣,｢回転の中心がここなら,
点 AはこのあたりにくるはずだC｣などと,鋤かな
いはずの図形を念頭で折ったり,回転させたりと
言った｢動的な見方｣を行っている姿が多くの児
藍に見られた
｢動的な見方｣がどんなによい見方で,身につ
けていって欲しい見方であっても,見方を所用し
ていかなければ身につかないと強く感じた｡
② 課楯
第1次第1時で,｢折るとぴったり重なる｣という
観点は,ほぼ,全員の児童が見つけることができ
たが,｢回すとぴったり盛なる｣といった観点は,3
割程度しか兄いだせなかった｡児壷にとって,
r回すとぴったり拡なる｣ことを発見することは,そ
れほど難しくはないと考える教師が多く,著者自
身も｢折るとぴったり韮なる｣という観点よりも,少
し難しい程度ぐらいにしか考えていなかった｡し
かし,｢回すとぴったり重なる｣ということを発見す
ること札 教師が考えている以上に,児畠にとっ
ては非常に難しい観点であることが分かった｡教
師と児童のギャップが非常に大きいのである｡
この｢回すとぴったり塵なる比いう点対称に繋
がる観点をより多くの児竜に発見させていくため
には,扱う点対称の図形を今回のように｢NJで
はなく,｢瓜軌 や｢プロペラ｣といった,回るイメ-
-14-
ジのあるI.,tj形:T守 ることが一つの改善策になる
のではないかJI-【ぅ*Iいる｡児盛に.図形を回し
たくなる気!‥していくことが必要ではないかと考
えている｡
ここで扱う図形をもっと吟味し,今回の省察で
考えた｢風車Jや｢プロペラ｣といった回るイメー ジ
のある医用須こすることで,児童がどのような反応
をするのかを今後調べていき,より多くの児童が
発見的･創造的に点対称に繋がる観点を見出せ
るように工夫していくことが今後の課題である〈
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